
防
災

仙北市
地域防災計画

　
災
害
に
備
え
て
、　
仙
北
市
地
域
防
災
計
画
を
修
正

し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

火
山
災
害
対
策
編
（
新
規
作
成
）

◆
秋
田
駒
ヶ
岳
は
、
気
象
庁
に
お
い
て
噴
火

警
戒
レ
ベ
ル
が
導
入
さ
れ
て
い
る
活
火
山

で
す
。
現
在
は
静
穏
な
状
態
で
す
が
、
こ

の
た
び
こ
の
レ
ベ
ル
導
入
に
合
せ
て
、
火

山
編
を
新
規
作
成
し
、　

避
難
行
動
の
基
準

等
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

●
被
害
想
定
…
北
部
カ
ル
デ
ラ
（
男
女
岳

東
側
）
と
南
部
カ
ル
デ
ラ
（
女
岳
周
辺
）
の
、

い
ず
れ
か
か
ら
の
噴
火
を
想
定
し
ま
し
た
。

　
●
広
報
計
画
…
噴
火
状
態
に
な
っ
た
時
、

防
災
無
線
に
よ
る
放
送
・
広
報
車
に
よ
る

巡
回
・
仙
北
市
安
全
安
心
メ
ー
ル
や
エ
リ

ア
メ
ー
ル
・
電
話
連
絡
な
ど
に
よ
り
広
報

し
ま
す
。
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
も
情
報
が

伝
達
さ
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

●
避
難
計
画
…
レ
ベ
ル
１
（
火
山
活
動
は

静
穏
）
と
、
レ
ベ
ル
２
（
水
蒸
気
爆
発
等
）

で
は
、
市
民
は
通
常
の
生
活
で
す
。 

レ
ベ

ル
３
（
昭
和
45
年
の
女
岳
の
噴
火
相
当
）

で
は
、
避
難
に
時
間
が
必
要
な
方
の
た
め

に
、
早
め
の
避
難
準
備
情
報
を
提
供
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
火
砕
流
な
ど
で
危
機
が
迫
っ

た
り
、
地
区
が
孤
立
す
る
恐
れ
が
あ
る
場

合
に
は
、
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
を
行
い

ま
す
。
避
難
施
設
と
し
て
、
田
沢
地
区
は

田
沢
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
３
カ
所
、
生
保

内
地
区
は
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
な
ど
７
カ

所
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

●
入
山
規
制
計
画
…
噴
火
レ
ベ
ル
に
基
づ

き
規
制
を
計
画
し
ま
す
が
、
昭
和
45
年
の

女
岳
か
ら
の
噴
火
と
同
程
度
の
災
害
時
に

は
、
県
道
や
登
山
道
の
規
制
を
関
係
機
関

と
協
議
し
ま
す
。

※
「
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
」
の
説
明
や
、
避
難

所
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
広
報
せ
ん
ぼ
く

２
月
１
日
号
と
同
時
に
配
布
さ
れ
て
い
る
、

秋
田
駒
ヶ
岳
火
山
防
災
マ
ッ
プ
（
国
土
交

通
省
湯
沢
河
川
国
道
事
務
所
秋
田
駒
ヶ
岳

砂
防
出
張
所
発
行
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
秋
田
焼
山
は
、
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
は
導

入
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
火
山
ガ
ス
が
噴

石
や
火
山
灰
と
と
も
に
噴
出
す
る
「
水
蒸

気
爆
発
」
の
可
能
性
が
あ
り
警
戒
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
、
静
穏
な
状
態
で
す
が
、

異
常
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
玉
川
温

泉
な
ど
５
施
設
に
対
し
て
避
難
準
備
情
報

等
を
提
供
し
な
が
ら
、
秋
田
県
や
鹿
角
市

な
ど
関
係
各
機
関
と
規
制
や
避
難
の
内
容

に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

一
般
災
害
対
策
編
・
震
災
対
策
編

（
既
存
計
画
の
修
正
）

◆
度
重
な
る
水
害
や
地
震
に
対
処
す
る
た

め
、
災
害
応
急
対
策
の
初
動
対
応
を
見
直

し
ま
し
た
。
降
雨
時
の
水
害
に
備
え
た
警

戒
態
勢
や
、
地
震
発
生
時
の
各
地
域
へ
の

速
や
か
な
動
員
な
ど
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
秋
田
県
で
は
東
日
本
大
震
災
を

受
け
、
４
月
に
「
地
震
被
害
想
定
調
査
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
本
県
で
起
こ
り

う
る
地
震
や
津
波
の
被
害
想
定
の
見
直
し

を
進
め
て
い
ま
す
。
仙
北
市
で
も
こ
れ
を

受
け
て
、
震
災
対
策
編
の
見
直
し
を
行
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　　

仙
北
市
地
域
防
災
計
画
は
、
仙
北
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
最
寄
り
の
地
域
セ
ン
タ
ー
（
角
館
庁

舎
は
環
境
防
災
課
）
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

不
明
な
点
や
疑
問
な
こ
と
は
、
仙
北
市
環
境

防
災
課
（
角
館
庁
舎　

（
43
）
３
３
０
８
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

仙
北
市
地
域
防
災
計
画

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
加
え
て
、

現
行
ど
お
り
路
線
バ
ス
も
運
行
し
て

欲
し
い
と
の
要
望
に
対
し
、

競
合
す
る
形
態
は
実
施
が
難
し
い
と

の
説
明

　

バ
ス
路
線
存
続
を
求
め
る
有
志
の
会
（
猪

本
優
子
代
表
）
か
ら
、
現
行
ど
お
り
路
線
バ

ス
も
運
行
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。　

　

し
か
し
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
バ
ス
が

競
合
し
、乗
客
が
分
散
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

ど
ち
ら
に
と
っ
て
も
運
営
上
の
デ
メ
リ
ッ
ト

と
な
り
、
バ
ス
お
よ
び
タ
ク
シ
ー
事
業
関
係

者
か
ら
は
実
施
困
難
で
あ
る
と
の
意
見
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
意
見
交
換
会
等
を

踏
ま
え
、
４
月
１
日
か
ら
は
「
羽
後
交
通
桧

木
内
線
」
に
切
り
替
え
て
「
西
木
北
部
・
西

木
南
部
地
区
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」
の
試
験

運
行
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
必
要
な
改
善
を
図

り
な
が
ら
将
来
に
わ
た
る
利
便
性
の
高
い
地

域
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
き
ま

す
。　

西木地区の
地域公共交通
再編に関する
意見交換会
　1 月 21 日、かたくり館を会場に、4
月 1 日から再編が予定されている西木
地区の公共交通について、市民約 50 人
と市長が意見交換を行いました。

デ
マ
ン
ド
型
（
予
約
制
）

乗
合
タ
ク
シ
ー
を

導
入
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た

　

市
か
ら
は
、
現
行
の
「
路
線
バ
ス
」
に
切

り
替
え
て
「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」
の
導
入

を
進
め
、
地
区
内
ど
こ
か
ら
で
も
、
５
０
０
㍍

以
内
に
あ
る
停
留
所
か
ら
角
館
町
内
ま
で
直

通
で
移
動
で
き
る
環
境
を
整
え
、
平
日
６
往

復
運
行
す
る
計
画
案
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

市
民
か
ら
は
、
予
約
制
に
対
す
る
不
安
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
現
在
す
で
に
導
入

さ
れ
て
い
る
桧
木
内
地
区
や
西
明
寺
地
区
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利
用
者
か
ら
は
、
初
め

は
不
安
も
あ
っ
た
が
慣
れ
る
と
便
利
な
乗
り

物
で
、
角
館
ま
で
直
通
に
な
れ
ば
、
さ
ら
に

便
利
に
な
る
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入
そ
の
も
の
に

対
す
る
反
対
意
見
は
特
に
出
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
不
安
解
消
に
努
め
な
が
ら
導
入

に
向
け
て
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

西木地区地域公共交通の再編に関する意見交換会
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